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イ ンテ リア ・デ ザ イ ン ノー ト

本 田 安 治

ρ

戦后 、室 内装飾 と云 う名称 が、イ ンテ リアデザ イ ンと名 を書変 え られ た当時

は、新 しい視 点 か ら此の分 野 を見直 し、 その研 究 に取 組 もうとす る気概 を込 め

て、此 の言葉 は常 に新鮮 さ をもって語 られて居 た。 しか し、各分野 に於 け るデ

ザ イ ンと云 う概 念 が、一応社 会 に定着す ると共 に、 イ ンテ リア ・デザ イ ンと云

う言葉 も又 、一般 化 して しまい、家庭の主婦 を対 象 と した 日曜大工 的実用書 に

於 いて さえ もその タイ トル に名 を冠 して堂 々、巷間 を賑 わせ て居 る現状 をみ る

と、 こ うした世情 の浮 薄 さとは又別 に、イ ンテ リア ・デザ イ ンの分 野 自体 、果

して当初の気概 を持続 しなが ら着実 に進歩 を遂 げ て来 たの であろ うか と云 う疑

問 を起 さず には居 られ ない。

最近 、此 の分野 に携 る若 い人達 と話合 って印象付 け られた事の一つ に、彼等

が 、 自分の取組 んで居 る仕 事の全貌 を把握 し切れ ない悩 み を持 って居 る事 があ

げ られ る。即 ち、 インテ リア ・デザ インと云 う以 上、 それ を構 成す る様 々 な要

素 、例 えば材料 とか家具 、テキス タイル、或 は照 明、色 彩 などにっいて広 範 な

知識 の必要性 は痛 切 に感 ず るけれ ども、 自分 等は、 その いずれ の専 門家で もな

い。又、 それ等 を綜合 して一つ の価値有 る空 間 を創 ると云 って も、観 念的 には

理解 出来 るが、 その基準 を 自らの感覚や 、数 少 い経験 に求 め るには あま りに も

独 断的 であ る様 に思 われ る と云 う事 であ り、又、他 の一方 では、内外 で発 表 さ

れ るデザ イ ンの 理 論、現象(こ れ等 は、マス コ ミに依 って、ほ とんど無制 限に
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近い状態で供 給される)に は実に敏感に反応するにも拘 らず彼等が現実の実務

の役割 として演 じて居る日常の場面に、それが如何なる形でつながってゆくか

についての定見、方途 を見出 しかねて、焦燥に似た苦悶 を重ねて居る姿 もみら

れる。

こうした雰囲気の中では、少 くとも自己の職能 に対す る落着いた研究や 自信

と云 った'ものは育 ち難いし、結局、其時々の事象 に対処す る事に追 われた確信

のもてない思考や、行動が、デザイン上の安易な解決、模倣、流行 に押流 され

た形 などを生む事 とな り増々インテ リア ・デザインに対す る自身の認識を混迷

に導 くものとなっそ居る様に思われる。

今、彼等と云 う言葉 を用 いたが、全体にこうした傾向が感 じられる現在のイ

ンテリア ・デザインについては、今一度深 く考えられてみるべ きものが有る様

に思う。

若 し、既 に外形 が出来上 った建築物の内部 を室内として使用出来る様に取扱

うのがインテ リア ・デザインであると云 う分業的な形 でとらえるならば、確 か 、

に一つの分野 として建築術 の進歩 に歩をそろえながら日々の発展 を遂 げて居る

と云 えるかもしれない。

しかし、都市計画と云 う巨大 なものから始 ま り、最少単位のインテ リア ・デ

ザインに至るまで一連の生活環境デザインの中でこれをとらえた場合、人間の

生活に密着 した部分を取扱 う為の基礎的な研究が巾広 く且つ充分に進め られた

上での積極性をもって建築デザインと結付 いて居 るかどうか、又、インテ リア・

デザインが最 も身近 かな形 で人間生活に接触す る建築の皮膚の役目を担 うもの

でおるならば、従来、ともすればベデザイナーの感覚的な資質にたよる皮膚の

表情面が強調されるあまりに、それを支 える皮質の研究が忘れ勝 ちになったま

ま放置されて来たのではないかと云 う疑問が残 るのである。

勿論、デザイナーの持つ美的感覚の資質はインテリア ・デザインと云 う造形

行為にとって尊重 されなければならないものであり、デザイン上の諸概念 をし
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ぼってゆ く焦点 としてそれを使いこなす事は大切 であるけれ ど、も、問題はそれ

を人間生活の場 としての環境 と云 う実体、物質的な現象 に変化 させ る事であり、

又、特定でない人問集団の意志に関わらせ る為の、客観化の手段 をそれに与え

る事 なのである。

例 えば、或る室内の色彩はその形体、明るさなどに対 して最も効果的に結付

いて居 るだろうか、それは人々のどう云 う感情 に対 してなのか、はた してその

効果 に対す る各人の反応が同 じものだろうか、生理的な充足が感情面の満足 に

対 してちぐはぐになって居ないだろうか、等と無限 に発展す る疑問に対 して、

デザ イナーは先ずこれ等 を如何に整理すれば良いかにっいて考え、それに対処

す る方法について想をめ ぐらし、そして、それを形 に導 く手段 を適確 に把握 し

なければならないのである。

現在、建築デザイ ンの分野に於 いては、都市環境 との関連、或は工業生産化

の問題など巨視的に提起 される問題を解決 しようとする新 しい努力がみ られ、

インテ リア ・デザイ ンも又、これと全 く無縁ではないけれ ども、過去、建築デ

ザイン発展の蔭には、常に、計画学、環境工学、設備学など、その基礎となる

ものが、学問的な大系を整 えつつ真剣 に整備 されてきた,わけである。 しかし先

にも述べた様に、イ ンテ リア ・デザインは広議の建築の一部であると云 う分業

的な立場 に甘ん じ易 く、そうした基礎的な研究は、当然建築の分野に含まれる

ものとの安易な先入観が、一方では ミ創作ミ と云 う名 を借 りて、デザイナーの

感覚的資質への偏重 を助長 し、他方では、インテ リア ・デザインの分野に対 し

て丶科学的な諸間題に直接関わ りを持つ機会 を遠避 けたのである。

此の事は、単にインテ リア ・デザインと科学の間を疎遠 にしたと云 うのみな

らず、人間と科学の間に於 ける本質的な問題の理解 に直接 タッチす る機会 を自

ら放棄 した事 を意味 して居る。結果、人間の生活に最 も密着 した部分を扱 う分

野であるにもか ・わらず、インテ リア ・デザインの立場か ら、現代の科学文明

と人間の問題にっ いて、積極的な提案も多 く生れて来なかった し、又、デザイ
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ン上当然必要 とされる専 問的な剰学の分野に対す る協力の姿勢 も強力に整わな

かったと思われ るのである。

生産に当って、あら.ゆるものが専門的に細分化 されて行 く傾向にある現在、

自らの立場で、周囲を取まく諸々の現実を精密に把握す る努力を他 にあずけ、

或 る程度 に完成され腱 築 と云 坤 手本の上4=た ・てしか物 を視・考 えられな

い処か らは、その分野の問題としての真の発想、発言は生れて来ないし、、又そ

れ故 に、他の分野 との真の協調も望めないと思われ るのである。

インテ リア ・デザインを端的に表現するならば 「その構成に必要とす る全べ

ての要素 を経済的な関連に於いて組織的に計画 し、人間の 日常生活に最 も身近

かな環境の場を具体的な実体 として創 り上げる事」 と云 えるであろう。だが、噛

具体的な形 を造 ると云 う事は物理的な技術工学 に依存 し、出来上った実体が知

覚 されるのは、視覚、聴覚、触覚などにつ ながる人間の心理 に依存す る。そし

て実体の価値は人々の使用上の生理的な充足、美の認識 と云 う人間の心情、社

会の連帯につ ながる人々の生活感情の心理 などに依存 して居るのである。

こうした複雑 な物 と物、物と人との関わり方について仔細 に観察するならば、

インテリア ・デザ インの立場で研究 されなければな らない、科学と人間に関す

るテーマは無限であり、此の分野 を充実 したものに導こうとす るならば、自ら

持合せて居ない空 白の部分 を、他の専門分野の力を借 りながら、それと協力 し

て埋めてゆ く姿勢 を進んで示す事が最も大切であろうと思 われる。

しかし、これは口で云 う程簡単 ではない。例 えば、デザインが科学 と接触 し、

研究を進め様 とする場合、当然ゆ き当るものとして、科学的な物の視方と美的

な物の'視方の綜合と云 う時点で起る種々な矛盾、紛 らわしさと云ったものが考

えられる。 もともと物質的な現象を科学的に観察す る知的な態度 と、直観的に

観察する美的 な態度には大きな差がある。前者が物 を、計測可能 な量でとらえ

様 とするのに対 して後者は、物 を全体に関わる質としてとらえ様 とする。故に、

インテ リア ・デザインに於 いて重要な要素として考えられ る光、色彩、音響と
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云ったもの も、元来は美的な造形そのもの を第一義 としない物理学や化学、心

理学 などに於 いて専門的に研究、発達 させ られたものである為、統計的にとら

えられた精密 な結果は、出来上った造形に対 して、欠陥を指摘すると云 う形で

しか結付 かないと云 う事 も起 り得 る。

これをデザインの側か ら云 えば、そうした科学的なデーターは、完備されて

居る様にみえるけれども、何か杓子定規で、造形 に対 して断片的には活用出来

ても、積極的には何 も教 えて くれるものが無いと云 う事になる。

こう云 う事から、デザインと科学の間にあって、提案 される問題が何に起因

す るものであるかを明らかに し、その解決には何が本当に必要なのであり、又

何が不必要なのかを的確 に示す立場の訓練が要求 され、それに依ってデザイン

と科学が人々の生活要求 に対 して一っに結付 く事が望ま しいと思われるのであ

るが、インテリア ・デザインの分野で現在、一番欠けて居 るのがこの立場での

研究である様に思 う。

最近、人間工学の導入による家具の研究や造形 を第一義の 目的とした心理学、

或は照明学 などの研究が漸 く目立 ち始めた様であるが、従来お くれて居た他の

専門分野との協力を進める為にも、インテリア ・デザ インの分野に携 る者の問

から、こうした動 きに対 して積極的な協力的発言が活zに 行 われる事が望まし

いのではなかろうか。

以上の様 な観点か ら、インテリア・デザインの実務に携って居る者の立場上、

常に取扱わなければならない光や色彩について2、3の 例 をあげ、デザインと

科学の結付 きの様子 を述べてみ度 い。

かって 「色彩調節」 と云 う考え方が非常な勢いで世間に登場 して来た時代が

あった。当時、建築学生 であった私は、色彩学の専門書の中に"建 築の色彩は

科学的に取扱 われて真に役立つものであり、勘とかセ ンスで色彩を扱 うのは、

建築家の色彩学に対する怠慢、或は無智を示すものである"と 云 う様な意味の

事が書かれて居 るのを、一種の恐怖 に似た感動 を抱 きながら読んだ記憶がある。

-77一



.,時、建築家の側 から、それに対する反論 も行われ、結局、結論として明確 な

ものは出なかった様であるが、日常インテ リア ・デザインの要素として・色彩

を扱 ってみ るとくその全べてが科学的に研究 された結果であるが故に、デザ イ

ンに対 して支導性 を持つかどうかには大いに疑問をもつのである。

例 えば、色彩学では、暖色、寒色と云 う分類が行 われ、心理学的には可成 り

の普遍性が認め られるところから、よく、北側の部屋は暖色系の色彩 を用 いて

暖い感 じを強調 した屶が良いなどと言われる(デ ザインの啓蒙書などにもこう

断定 したものが多い)。 しかし色彩本来の効果から云 うならば、空の反映からく

る薄青色の北側昼光に対 しては、暖色系よりも寒色系の方が新鮮 さを保つので

あ り、此の場合、生理的、物蝗的には意味のない、心理効果の暗示 を求めるよ

りも、暖房 と云 う物理的な働 きにたよって、生理的な充足 を得 られるならば、

色彩 と光の関連 に於ける動的な効果を取入れた方が、よ り快適 な心理的環境 を

作 る事が出来 るのである。

又、色彩の科学が造形に結付 く時、調和の理論が先ず語られるけれども、イ

ンテ リア ・デザインの色彩について考 える時、最 も大切 にされるべ き事は、変

化する光のスペク トルの色 と、構成材の色 との関係である。材料の色 を、与 え

られたスペ ク トルの、或 る種の光の帯 を吸収 し、他 を反射する手段 として考 え、

インテリア空 間の中で色彩を光の変化 と共にとらえ様 とするわけである。赤い

敷物は、そこに照射 された光の中か ら青、又は緑の光の大部分 を吸収するだろ

うし、青い壁 は赤 い光を吸収す る。此の事は昼光か ら人工照明に移 り変る場合

の光の質、光の量 を決定す る鍵 となるものであ り、色彩の調和 もこうした変化

する異った光の中で反射す る光がどの様 に保 たれるかと云 う形の関連で考 えら

れなければならないことを示す ものである。

もともと昼光はうつろい易いものであり、科学的な研究対象 にはあまり向か

.ないものであるけれども、インテ リア ・デザインに於いては、その うつろいの

変化こそ与 えられた特権と して、デザインに生かされるべ きものなのである。
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昔 しの 日本建築にみられる自然の時間的推移 をそのま ・敢入れた空間構成に於

ける昼光の演出性の魅力はデザイナーを引つけるに充分であるが、科学的には、

どの様 な研究法を用意すれば良いのであろ う。
r
光が物理 的のみにはとらえられない面で次の様な問題 もある。我々が古いタ

イプの美術館 などで良 く経験する事であるが、採光 を、 トップライ トだけにた

よった館物がある。中に入ると、何 とも云 えない陰 うつ な感 じが して、暗 さを

連想させ るが、実際、壁面に飾 られた絵などを見る目の高さでの照度は、む し

ろ我々が陰 うっさを感 じない他の建物の室 よりも高/い場合が多い。此の場合、

室の上部 に於けるより高い平均 した光と、室内の明るきとの対比に依 って、此

の陰 うつさが生 じるわけであるが、此の事は、明 るさ暗さの評価が相対的なも

のであり、光や色彩が感覚的なものであるから物理的には常 に扱 えない事 を示

して居る。こうした光や色に対する人間の反応の仕方など、造形 を目的どして、

科学的にはまだ充分に捕 えられて居ない様である。

次に、光に関連す る照明について考えてみよう。

照明には、元来、物が見える様に照らす機能 と、空間に情緒的な表情 を与え

る表現の機能との二つがある。従来の照明学は、此の二つの内、前者の方の機

能を追求する事に力を注 ぎ、生理的な目の能力、っま り良 くみえる事 によって

起され る心地良 さと、見えにくい物 をよく見ようと努力 しなくてはならない時

に起 る阻害に関連 した人問の感情 について研究 して来た結果、我々が仕事をす

る為の照度 とか、 それをさまたげる、まぶ しさの問題 などの基準 についてはデ

ーター も完備 されて居ると云 えよ う。 しか し照明技術の工業的な開発 は、いさ

さか照明の問題 を全体的に把握する事よりも先走った感 じもあり、蛍光灯の異

状 な普及が人間の生活を単調な画一化に導 く結果をもた らせた り、又現在、地

下街などの様に照度の高い全面的な人工的照明の採用 に依 る環境が人問に対 し

て生理的或 は心理的にどの様な影響 を与え続けてゆ くものであるかについて考

えさせ られる問題 を含んで居 るとも言えるのである。

一?9一



それで は、後 者の 、表現 の機能 は どん な仕 組で イ ンテ リア ・デザ イ ンに取 入

れ られ るの で あろ うか。ケペ ッシュの「視覚 言語」の中 に次 の様 な一 節 があ る・

《空 間を経験 す るこ とは光 を経験 す ることと密接 に結 びついて いる。光 の無

い ところに視 覚 の世 界は無 い し、視覚 の世界 のない処 に可視 の空 間 はあ り得 な

い。視 感覚 で と らえる空 間 は光 の空 間で あ る。普 通 には この光の空 間は見 える

もので はな い。 われ われ は、光 が何 かの媒 体 で さえ ぎられた と きに始 めて空 間

関係 を理解 す る。 われ われ が空 間世 界 と して実 際 に見 ると云 う事 は、光 を分析

して又 それ をま とめ直す事 なので ある。 これはっ ま り、 いろんな媒介 で光 がモ

デiレ ー トされ る方法 なの だ と云 うの であ る。 そこでい ろんな色彩感覚 、即 ち、

モ デ ュレー トされ た光 の感覚 での現 わ し方 は物体 や現 象の空 間秩序 のつ け方 の

方法 となるので ある》。

これ を照 明学的 にみ るな らば、 この機能 の効果 は、 その場所 に どれ だけ光 が

当 って いるか(照 度)に よるの では なくて、 その場所 に在 る物体 が人の 目に見

えて来 る明 るさ、即 ち物 か らどれ だ けの光が はね返 って くるか(輝 度)に 依 っ

て居 ると云 う事 であろ う。先 に色彩 の例 で も述べ たが、此 の表現 の機能効 果 を

インテ リア ・デザ イ ンに取 入れ る時 、光 を当 て る方向 とか強 さだ けでな く、光

を当て る物体(例 えば壁 とか床 等…)の 仕 上 げ方 、色 彩 な どが重要 な意味 を も

っ と同時 に、人 間の 目が同時 に二 つの異 った明 るさの状態 に適 合 出来 ないと云

う生理 的な面の処理 に関す る扱 い方 にも関 わって来 る。 そ して現在 では、色彩

学や心理学 で も、色 と表面(つ や,地 肌,透 明感 等)の 間の問題 について は科

学的 な研究 が あま り進 め られ て居 ない様 であ る。

照明 に関係 して、照明器具 について も一つ 考 えてみ よ う。

近頃 、イ ンテ リア ・デザ イ ンに於 ける照 明が重 視 され るにっ れて、器具 デザ

インの 国際 的 なコ ンペが行 われた り、 ムー ド照明 と銘打 って、 い さ ・か装飾過

剰 な器具 が大 々的 に販 売 され た り して居 るけれ ども、 照明器具 には、先の 照明

の機能 と同 じ様 に、他 の物体 を見 える様 に照 らす機能 と、 自 らが光 を出 して注

:　



意を引き易い事か ら、他のものと同 じ様 に人の目を吸引 して、見 られるものと

しての機能 を持 って居 る。そして、此の見 られるものの機能 が照明器具のデザ

インとして、インテリアの雰囲気 を構成す るのに役立て られ て居るわけである

が、先にも述べた様に、照明の表現機能、或いは照 らす機能 を利用 しても、そ

れを反射す る物体の面のデザインを考慮すれば、可成 りの雰囲気構成に役立っ

と云 う事 を考えれば、作ろうとする努力が逆に雰囲気 を壊す結果となる様な妙

な照明器具 をインテ リアに持込む以前に、もっと室内の光の分布 について考え

られ る事が必要ではないかと云 う助言を与 える事が出来 る様に思われ る。

以上、色彩や光に関す るわずかな例 に過 ぎないが、インテリア ・デザインの要

素として取上げちれるものすべてにわたって、他の専門分野 と協力 しなければ、

到底解決出来 ない問題が微妙 にからみ合いなが ら控 えて居 る事がわかる6

これを整理 してゆ く事が、始 めに述べたインテ リア ・デザ インの科学に対す

る疎遠 を取 もどす事にもなり、新たな発展の基礎 となるものと思 う。

研究 と云 うにはあま りにもおこがま しいが、インテ リア ・デザインの業務に

携る者として日常感 じて居る事の一端 を述べる事に依 り、此の分野に何等かの

裨益 をもたらすかもしれないと云 う期待か ら敢えて筆 をとった次第である。
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